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山菜は、山村地域の主要産物として地域活性化の一翼を担っています。

しかし最近では、無計画な採取などにより資源の減少や劣化が問題視されています。

そんな状況を改善し、さらなる山菜振興を視野に入れて始まったのが

「全国山菜文化産業祭」です。

山村地域活性のための情報交換の場

全国山菜文化産業祭
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山
菜
文
化
産
業
の
展
望
を
通
じ
、
山
村

地
域
活
性
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
を
設

け
る
と
と
も
に
、
一
般
の
方
々
に
も
山
菜

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た「
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
」

山
菜
振
興
も

林
業
再
生
の
一
つ

上　：講演する栄村ギョウジャニンニ
ク研究会の保坂良和さん（左）
と「酒家 華福寿」オーナーシェ
フの久保木武行さん（右）

左上：山菜を採る参加者たち

左下：栽培地に入り、生産者の方が参
加者に状況説明

が
、
五
月
二
七
日
（
日
）、
二
八
日
（
月
）

の
両
日
、
長
野
県
下
水
内
郡
栄
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
目
の
今
大
会
で
は
、
約
一
〇
〇

名
の
参
加
者
の
間
で
有
意
義
な
議
論
や
情

報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
、
主
に

行
わ
れ
た
の
は
情
報
交
換
や
技
術
交
流
。

な
か
で
も
、
栄
村
総
合
庁
舎
で
開
か
れ
た

講
演
会
に
は
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
栄
村
で
積
極
的
に
活
動

す
る
栄
村
ギ
ョ
ウ
ギ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
研
究
会

の
会
長
で
あ
る
保
坂
良
和
さ
ん
の
活
動
報

告
や
、
多
く
の
山
菜
を
食
材
と
し
て
使
用

し
て
い
る
東
京
都
深
川
に
あ
る
中
華
料
理

の
名
店
「
酒
家
華
福
寿
」
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
、
久
保
木
武
行
さ
ん
の
講
演
が
行

わ
れ
、
山
菜
の
生
産
状
況
や
調
理
方
法
な

ど
の
ほ
か
、
山
村
で
の
山
菜
栽
培
や
高
齢

者
と
山
菜
な
ど
興
味
深
い
テ
ー
マ
の
話
に
、

参
加
者
は
一
様
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
主
に
栽
培
現
地
見
学
や
山
菜

狩
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
班
に
分
か
れ

て
、
ギ
ョ
ウ
ギ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培
地
を

見
学
し
、
担
当
か
ら
栽
培
技
術
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
り
、
タ
ケ
ノ
コ
や
ワ
ラ

ビ
な
ど
が
自
生
し
て
い
る
山
で
山
菜
狩
り

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
参
加
者
に
と
っ
て
山

菜
を
存
分
に
体
感
す
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。




